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論 文 の 内 容 の 要 旨

本論文は､パーティクルボード面内の線膨張に及ぼす製造因子の影響を､実験室で製造

因子を制御して製造した材料を用いて研究したものである0パーティクルボードのように

木質小片をマット状に成形して熟圧締するボードでは水分に対する厚さ変化が問題であっ

た｡しかし近年､建奏構造用材として製造寸法のまま利用するようになり､長さ安定性に

っいても問題となってきた｡このボード面内の長さ変化率を線膨張率LEとよぶo
LE自

体は小さいが､規準長さが長いと変化の絶対値は大きいので､継ぎ目が隙間と･なったり､

膨れ上がる現象が起こるようになる0マット成形型ボードでは､小片の樹種･寸法､含水

率､.接着剤の種類･添加率､熱圧締温度･時間など種々の製造因子がLEに影響すると考

ぇられる｡本論文では､実験室で上記の製造因子を制御しながらパーティクルボードを製

造し､LE制御の重要因子の定量的評価とその制御の方策について検討して｣､る｡

本論文は､7章から構成されている｡

第1章では､LEに関する従来の研究の概要とLE発現に関する従来の報告の問題点に

ついて整理している｡

第2章では､LEに及ぼすボード密度と樹月旨添加率の影響および水分形態の差異(気相

ぉよび液相)とLEの変化の特徴について述べている｡単位含水率当たりのLEは密廓こ

比例することを示し､熟圧締過程で起こる小片のつぶれや小片間癌合が関与することを推

測している｡また樹脂添加率が減少すると表面付近の密度低下が起こりLEに影響が大き

いこと､寸法変化の速度にはボード密度の影響が大きいことを示している｡LEの変化速

度はボード密度が大きくなるにつれて遅くなり､短時間の水分変動には表面密度を大きく
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することの効果が示唆された｡寸法変化の時間推移は指数関数的な緩和現象に類似し､変

化の特性を時定数によって表現できることを示している｡

第3章では､LEに及ぼす小片形状の影響について述べている｡小片形状の評価に､従

来から行われているふるい分析法は手間がかかる｡ふるい分析法と画像解析の比較を行い､

コンピュータによる画像処理法の有効性を確かめている｡小片が小さくなるとLEは増加

するが､直交する厚さ方向の寸法変化とは逆の傾向を示し､長さ方向と厚さ方向の寸法変

化の機構に差異のあることを明らかにしている｡小片化にともない小片の配向が3次元化

し､LEの抑制効果を低減させたことが原因と推測している｡

第4章では､熱圧縮時のマットの圧密挙動とLEに及ぼす熱盤閉鎖時間の影響について

述べている｡熱盤閉鎖時間が長くなるとマットに十分な圧力が伝達される前に表面付近の

温度上昇による接着剤の硬化が進行し低密度の状態で接着が完了する｡しかし､実際の生

産現場における通常の製造条件ではほとんど問題のないことを明らかにしている｡

第5章では､接着剤のタイプの相違が､LEとマット含水率との関係に及ぼす影響につ

いて述べている｡水分変化によるLEの評価に､吸湿一乾燥繰り返しおよび吸水一乾燥繰

り返し試験を採用し､乾湿履歴の影響も考慮して試験を行っている｡特徴的な2種類の接

着剤､フユノ三-ル樹脂接着剤PFと水性高分子-イソシアネート系接着剤誠DI､について検討

した｡厚さ膨張率および吸水率には接着剤のタイプの差が認められた牢i､LEにほと･んど

影響していないことを示している｡

第6章と7章では､それぞれLEの発生機構に関する考察と結論が述べられている｡本

論文では､LEに影響すると考えられる製造因子としてボード密度､樹脂添加率､小片形

状､熟盤閉鎖時間､マット含水率及び接着剤の種類について検討されたが､このうち､ボ

ード密度(平均密度)､厚さ方向の層密度分布の形成､および小片の寸法(小片3次元配

向と寸法変化抑止効果の低減)が主たる因子であることが明らかにされている｡放射線非

破壊検査の導入によらて厚さ方向の密度変化が詳細に確かめられるようになり､ボード表

面付近の圧密化が重要であることを指摘している｡また､厚さ方向の寸法変化に影響する

接着剤の種類はLEには影響していないことも示している｡

審 査 結 果 の 要 旨

パーティクルボードのように木質小片をマット状に成形して熟圧縮するボード

では水分に対する厚さ変化が問題であった｡しかし近年､建築構造用材として製

造寸法のまま利用するようになり.､長さ安定性についても問題となってきた｡こ

a)ボード面内の長さ変化率を線膨張率LEとよぶ｡LE自体は小さいが､規準長

さが長いと変化の絶対値は大きいので､継ぎ目が隙間となったり､膨れ上がる現

象が起こるように.なる｡マット成形型ボードでは､小片の樹種･寸法､含水率＼

接着剤甲種類･･添加率､熱圧締温度･時間など種々の製造因子がLEに影響する

と考えられる｡本論文では､実験室で上記の製造因子を制御しながらパーティク

ルボードを製造し､LE制御の重要因子の定量的評価とその制御の方策について

検討している｡

本論文は､7葺から構成されている｡

第1章では､LEに関する従来の研究の概要と問題点について述べている｡
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第2章では､LEに及ぼすボード密度と樹脂添加率の影響および水分形態の差

異の影響について述べている｡単位含水率当たりのLEは密度に比例することを

示し､熟庄締過程で起こる小片のつぶれや小片間結合が関与することを推測して

いる｡また樹脂添加率が減少すると表面付近の密度低下が起こりLEに影響が大

きいこと､寸法変化の速度にはボード密度の影響が大きいことを示している｡

第3章では､LEに及ぼす小片形状の影響について述べている｡小片が小さく

なるとLEは増加するが､厚さ方向の密度分布には影響がない｡小片化にともな

い小片の配向が3次元化し､LEの抑制効果が減少する土とが原因としている｡
第4章では､熟圧縮時のマットの圧密挙動とLEに及ぼす熟盤閉鎖時間の影響

について述べている｡熟盤閉鎖時間が極端に長くなると表面付近の密度低下が起

こるが､通常の製造条件ではほとんど問題のないことを明らかにしている｡

第5章では､接着剤のタイプの相違がLEとマット含水率との関係に及ぼす影

響について述べている｡接着剤のタイプの相違はLEにほとんど影響していない

ことを示している｡

第6章では､LEの発生機構に関する考察を行っている｡ボードの平均密度､

厚さ方向の層密度分布の形成､および小片の寸法(小片3次元配向と寸法変化抑

止効果の低減)の影響が大きい｡接着剤の種類は影響しない｡

第7章では､結論が述べられている｡

この論文では､次の特筆される事項がある｡マット成形方式のボードでは厚さ

方向の密度分布の形成が重要である｡この研究では､放射線非破壊検査法による

層密度分析を積極的に活用しボード内の構造を明らかにすることにより､製造条

件の影響をより詳細に検討している｡▼また､寸法変化の速度を数式で記透するこ

とにより､短時間の公的規格試験法と長い時間を要する物性平衡値との関係を合

理的に結びつけることができること､および物性平衡値と通常の気象環境に対す

るLE評価に活用できることが示唆されたことがある｡

以上について､審査委員会全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科

の学位論文として十分価値あるものと認めた｡
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